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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）低温冷媒ガスが充填される冷却槽内に配置される、高温超電導磁石を有する一対の
冷却容器（１，２；３９，４０）と、
（ｂ）該一対の冷却容器（１，２；３９，４０）を支持する支持装置（１１，３４）と、
（ｃ）前記一対の冷却容器（１，２；３９，４０）の間に挟まれるようにして配置され、
回転羽（３Ａ）を備え、該回転羽（３Ａ）に噴射ノズル（１８，１９；４４，４５）から
低温窒素ガスを吹き付けることによって回転して磁気浮上する回転子（３，４１）とを具
備し、
（ｄ）前記低温窒素ガスを排出する排出口を前記冷却容器（１，２；３９，４０）及び前
記回転子（３，４１）よりも上部に配置することにより、前記低温窒素ガスの比重が空気
よりも重いため常に置換されるという作用を利用して、前記冷却容器（１，２；３９，４
０）と前記回転子（３，４１）との間に発生しやすい結露を防止することを特徴とする車
載可能な磁気浮上式発電機。
【請求項２】
　請求項１記載の車載可能な磁気浮上式発電機において、前記回転子（３，４１）の近傍
に高温超電導線コイルからなる固定子を配置することを特徴とする車載可能な磁気浮上式
発電機。
【請求項３】
　請求項１記載の車載可能な磁気浮上式発電機において、前記支持装置（１１，３４）に
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は振動吸収材（１２，１３，１４；３３，３５，３６）を配置することを特徴とする車載
可能な磁気浮上式発電機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車載可能な磁気浮上式発電機である発電機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在開発されている超電導フライホイールは装置全体を真空にしている。また、フライ
ホイールはコマ型である。このためオイラーの運動方程式により、回転軸ぶれが起こり易
い。更に、従来の装置は大型で構造が複雑であるといった問題があった。
　また、鉛直状の回転体を制御型ラジアル磁気軸受と、制御型アキシャル磁気軸受で安定
回転位置に支持した状態で、超電導体を冷却して超電導軸受を作動状態にし、超電導軸受
とラジアル磁気軸受で回転体を安定回転支持し、回転体を回転させて運転を開始するよう
にした超電導軸受装置が提案されている（下記特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、従来の装置は、構造が大型で、かつ複雑であり、コストが上昇するとい
った問題があった。
【特許文献１】特開平１０－２３１８４０号公報
【特許文献２】特願２００６－３４０６９２号
【特許文献３】特願２００７－０５５２４１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明者は、上記問題を解決するために、高温超電導体により浮上させた円筒
型発電装置（上記特許文献２）、高温超電導バルク体連結型多角形冷却容器の組立装置（
上記特許文献３）を提案した。
　本発明は、上記状況に鑑みて、コンパクトであり、車載可能な磁気浮上式発電機を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記目的を達成するために、
　〔１〕車載可能な磁気浮上式発電機において、低温冷媒ガスが充填される冷却槽内に配
置される、高温超電導磁石を有する一対の冷却容器（１，２；３９，４０）と、この一対
の冷却容器（１，２；３９，４０）を支持する支持装置（１１，３４）と、前記一対の冷
却容器（１，２；３９，４０）の間に挟まれるようにして配置され、回転羽（３Ａ）を備
え、この回転羽（３Ａ）に噴射ノズル（１８，１９；４４，４５）から低温冷媒ガスを吹
き付けることによって回転して磁気浮上する回転子（３，４１）とを具備し、前記低温窒
素ガスを排出する排出口を前記冷却容器（１，２；３９，４０）及び前記回転子（３，４
１）よりも上部に配置することにより、前記低温窒素ガスの比重が空気よりも重いため常
に置換されるという作用を利用して、前記冷却容器（１，２；３９，４０）と前記回転子
（３，４１）との間に発生しやすい結露を防止することを特徴とする。
【０００６】
　〔２〕上記〔１〕記載の車載可能な磁気浮上式発電機において、前記回転子（３，４１
）の近傍に高温超電導線コイルからなる固定子を配置することを特徴とする。
　〔３〕上記〔１〕記載の車載可能な磁気浮上式発電機において、前記支持装置（１１，
３４）には振動吸収材（１２，１３，１４；３３，３５，３６）を配置することを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００７】
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　本発明によれば、コンパクトであり、車載可能な磁気浮上式発電機を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の車載可能な磁気浮上式発電機は、低温冷媒ガスが充填される冷却槽内に配置さ
れる、高温超電導磁石を有する一対の冷却容器（１，２；３９，４０）と、この一対の冷
却容器（１，２；３９，４０）を支持する支持装置（１１，３４）と、前記一対の冷却容
器（１，２；３９，４０）の間に挟まれるようにして配置され、回転羽（３Ａ）を備え、
この回転羽（３Ａ）に噴射ノズル（１８，１９；４４，４５）から低温冷媒ガスを吹き付
けることによって回転して磁気浮上する回転子（３，４１）とを具備し、前記低温窒素ガ
スを排出する排出口を前記冷却容器（１，２；３９，４０）及び前記回転子（３，４１）
よりも上部に配置することにより、前記低温窒素ガスの比重が空気よりも重いため常に置
換されるという作用を利用して、前記冷却容器（１，２；３９，４０）と前記回転子（３
，４１）との間に発生しやすい結露を防止する。
【実施例】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　図１は本発明の実施例を示す磁気浮上式発電機の模式図、図２はその磁気浮上式発電機
の側面図である。
　これらの図において、１は左側の高温超電導体を有する冷却容器、２は右側の高温超電
導体を有する冷却容器、３は冷却容器１と２との間に配置される回転子、３Ａは回転羽、
４は左側の冷却容器１の固定台（非磁性体）、５は右側の冷却容器２の固定台（非磁性体
）、６は左側の冷却容器の固定台４と支持体（母体）１１とを固定する固定ボルト（非磁
性体）、７は右側の冷却容器の固定台５と支持体（母体）１１とを固定する固定ボルト（
非磁性体）、１１は支持体（母体）、１２，１３は振動吸収体、１４は支持体（母体）１
１の底部に配置される振動吸収体、１５は支持体（母体）土台、１６，１７は支持体（母
体）１１と支持体（母体）土台１５とを固定する固定ボルト（非磁性体）、１８，１９は
回転用低温窒素ガス噴射ノズル（非磁性体）、２０は支持部材、２１は支持部材２０に固
定される高温超電導線コイル、２２は断熱層、２３は噴射ノズル１８から噴射される低温
窒素ガスである。なお、支持体（母体）１１は、回転体３や高温超電導バルク体の捕捉磁
場の影響がない場合には非磁性体でなくともよい。
【００１０】
　図３は本発明の実施例を示す結露防止機構付き磁気浮上式発電機の構成図である。
　この図において、３１は土台、３２は容器、３３は振動吸収体、３４は支持体（母体）
、３５，３６は振動吸収体、３７は左側の高温超電導体を有する冷却容器の固定台、３８
は右側の高温超電導体を有する冷却容器の固定台、３９は左側の高温超電導体を有する冷
却容器、４０は右側の高温超電導体を有する冷却容器、４１は冷却容器３９と４０との間
に配置される回転子、４２は容器３２内に入れられる窒素ガス、４３は容器３２の上部に
溜まった空気、４４，４５は回転用低温窒素ガス噴射ノズル（非磁性体）、４６は排気用
ノズルである。
【００１１】
　そこで、低温窒素ガスを排出する排出口４６を高温超電導磁石を有する冷却容器３９，
４０及び回転子４１よりも上部に配置することにより、窒素ガスの比重が空気よりも重い
ために常に置換される作用を利用して、高温超電導磁石を有する冷却容器３９，４０及び
回転子４１との間に発生しやす結露を防止する。ここで、空気の比重は、２０℃、７６０
ｍｍＨｇの場合、０．００１２１３（ｇ・ｃｍ-3）、窒素ガスの比重は、０．００１２５
０７（ｇ・ｃｍ-3）である。
【００１２】
　なお、容器内の温度は、発電コイルに高温超電導体を使用する場合には、高温超電導体
の臨界温度以下を目標とするが、発電コイルが通常の銅線コイルであるならば、常温でも
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　また、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変
形が可能であり、これらを本発明の範囲から排除するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００１３】
　本発明の車載可能な磁気浮上式発電機は、コンパクトで車載可能な磁気浮上式発電機と
して利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例を示す磁気浮上式発電機の模式図である。
【図２】本発明の実施例を示す磁気浮上式発電機の側面図である。
【図３】本発明の実施例を示す結露防止機構付き磁気浮上式発電機の構成図である。
【符号の説明】
【００１５】
　１，３９　　左側の高温超電導体を有する冷却容器
　２，４０　　右側の高温超電導体を有する冷却容器
　３，４１　　回転子
　３Ａ　　回転羽
　４，３７　　左側の冷却容器の固定台（非磁性体）
　５，３８　　右側の冷却容器の固定台（非磁性体）
　６　　左側の冷却容器の固定台と支持体（母体）とを固定する固定ボルト（非磁性体）
　７　　右側の冷却容器の固定台と支持体（母体）とを固定する固定ボルト（非磁性体）
　１１　　支持体（母体）
　１２，１３，１４，３３，３５，３６　　振動吸収体
　１５　　支持体（母体）土台
　１６，１７　　支持体（母体）と支持体（母体）土台とを固定する固定ボルト（非磁性
体）
　１８，１９，４４，４５　　回転用低温窒素ガス噴射ノズル（非磁性体）
　２０　　支持部材
　２１　　高温超電導線コイル
　２２　　断熱層
　２３　　低温窒素ガス
　３１　　土台
　３２　　容器
　３４　支持体（母体）
　４２　　窒素ガス
　４３　　空気
　４６　　排気用ノズル
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